（てんかんのある人の運転免許）

「運転免許とてんかん」に関するアンケートへの御協力のお願い
　２００２年６月に道路交通法が改定され、てんかんのある人も一定の条件をみたせば運転が許可されるようになりました。今回、てんかんのある人の運転免許取得にかかる現状はどうであるのか、状況は改善したのか、問題点はないのか、などについて改めて検討するため、2008年6月に行ったアンケートと同じものを再びお願いし、前回の調査と比較検討したいと存じます。そして、必要であれば、警察庁に見直しを申し入れたいと考えております。
　つきましては、2010年1月1日より2010年12月31日までの１年間の状況について、日本てんかん学会会員の皆様のご意見をいただきたいと考えます。また、臨時適性検査を行った先生方におかれましては、個人が特定されない形で判定結果等の情報をご提供いただけると幸いです。ご協力いただける方は、学会HPからアンケート（ワードファイル）、および臨時適性検査結果記入用紙（エクセルファイル）をダウンロードしてご利用ください。
　ご多忙とは存じますが、6月30日までにアンケート回答専用メールアドレス <jesdrive@gmail.com>にご返送ください。何卒よろしくお願い申しあげます。
　なお警察庁運転免許課からも、2010年１月１日より2010年12月31日までの１年間の免許取得状況等について、資料を提供していただけることになっております。
2011年5月
日本てんかん学会理事長　兼子　直
法的問題検討委員会委員長　松浦雅人
同委員　川合謙介、久保田英幹、杉本健郎、西田拓司、平田幸一
ご記入者の情報：
ご年齢（　　　　　歳）

診療経験年数（　　　　　年）
診療科（　　　　　科）

診療科の属する都道府県（　　　　　　）
①　先生の診療科が小児科の場合、１８歳以上の患者さんを診ておられますか？
　　　　　　はい　（　　　　　人位）、　いいえ
②　この１年間に、主治医として、運転（免許）に関する診断書を求められたことがありますか？
　　　　　　はい　（　　　　　件）、　いいえ
3 運転（免許）に関する診断書作成において問題点があると思われますか？　（　はい、　いいえ　）
　　問題点を具体的にお書きください。
④　運転（免許）に関する患者さんの意識に変化があると感じますか？
⑤　今後、学会としてどのような点に取り組むべきでしょうか？
⑥　今後、警察庁にどのような点を要求すべきでしょうか？
⑦　「適性検査に係る医師」として公安委員会から委嘱されましたか？　（　はい、　いいえ　）
⑧　その委嘱をお受けになりましたか？（　はい、　いいえ　）
　　いいえの場合の理由：（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
はいとお答えになった方は以下の質問にお答えください。
⑦または⑧でいいえとお答えになった方は、ここまでで結構です。ありがとうございました。
9 あなたはてんかん学会認定の専門医ですか？（　はい、　いいえ　）
⑩　この１年間に何人の適性検査をされましたか？（　　　　　　人）
⑪　適性検査において、問題があるとお考えですか？（　はい、　いいえ　）
　　具体的にどのような問題があるでしょうか？
⑫　今後、学会として、適性検査に関し、どのような点に取り組むべきでしょうか？
⑬　今後、適性検査に関し、警察庁にどのような点を要求すべきでしょうか？
ありがとうございました。
臨時適性検査を行った会員へのお願い

臨時適性検査を行った症例は基礎資料として極めて重要と考えます。個人が特定されない形で判定結果等の情報をご提供いただけませんでしょうか。ご協力いただける方は、学会ホームページから臨時適性検査結果記入用紙（エクセルファイル）をダウンロードしてご利用ください。よろしくお願いいたします。
